
協議会について 

 田浦地域運営協議会

は地域の身近な課題の

解決や魅力あるまちづく

りについて主体的に取り

組む組織として平成25年

３月に設立しました。 
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 ●防災講演会を平成30年12月12日（水）に田浦コミュニティーセンター

集会室にて開催し、95人の参加がありました。講師は、三浦半島活断層

調査会顧問 淺見茂雄氏。「横須賀地域の地震と防災～知って備える我

が家の安全～」と題して、南三陸町、熊本地震など全国の地震現場の報

告や三浦半島の活断層のお話を伺いました。地震への備えとして地震

の基礎知識を持つこと、家族で防災会議を開くことが大切であるとのこと

でした。 

船越連合町内会 

田浦町連合自治会 

長浦連合自治会 

田浦観光協会 

田浦地区社会福祉協議会 

田浦地区民生委員児童委員協議会 

船越地域・田浦地域商店会 

田浦地区ＰＴＡ 

現在、委員は14名 

 現在、樹木医が調査を行っているそうです。調査結果が出たら、樹勢

回復の方法や順番などが決まります。協議会では、行政や地域の皆さ

んと協力して取り組んでいきたいと考えています。 

  ●平成30年12月1日（土）に田

浦梅の里に登り、梅の状態を確

認しました。 

 公園管理課の職員と公園の指

定管理者から、老朽化している

樹木が多いこと、植え方や場所

によっても育ち方が異なることな

どの説明を受けました。 

●今回で４回目となる田浦鉄道フェスタ2019を平成31年１月１3日（日）に田浦コミュニティーセンター主催、

田浦地区社会福祉協議会・田浦地域運営協議会の共催で開催しました。参加者は1,120人、鉄道ファンや

家族連れで大変にぎわいました。 



■交通安全パレード・地域安全安心啓発

活動 10：00～11：20    

白バイ・県警音楽隊・カラーガード・県

警交通安全教育隊他            

■演芸大会 12：10～15：40 北部民謡舞

踊連合会他 入場無料                                                                    

■船越商栄会抽選会 13：30～13：50 ※

10：00～ 抽選券配布 (先着500人/1人１

枚) 「南郷親和会館前」 

■白玉ぜんざい無料提供 13：00～ 「南

郷公園」内にて(先着300人)  

【雨天の場合】交通安全パレード中止、地

域安全安心啓発活動・演芸大会・船越商

栄会抽選会・白玉ぜんざい無料提供は、

田浦コミセン３階にて実施。 
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 ●「秋の田浦里山歩きツアー」を平成30年10月13日（土）に実施しま

した。参加者は49人、今年は「田浦地域里山歩きマップ」のＡコース

（海側のコース）を歩きました。安針台公園の近くからは、横須賀港に

停泊している南極観測船「しらせ」を見ることができました。 

 ●「海から田浦を見てみよう」を平成30年11月23日（金・祝）に実施し

ました。参加者は抽選で84人、三笠桟橋からチャーター船で長浦湾を

一周しました。地域の歴史や停泊している艦船の説明を聞きながら普

段は見ることのできない景色に、参加した方には好評でした。 

「田浦地域支え合い協議会」 ～市内で３カ所目のモデル地区です～ 

 団塊の世代が75歳以上となる2025年には、単身高齢者や認知症高齢者がさらに増加することが

見込まれています。今のままでは介護する人が足りず、十分な介護サービスが受けられなくなるお

それがあります。身体介護等の専門性の高い支援は専門家に任せるとして、日常生活の簡単な支

援は自分たちでもできるかもしれません。高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、地域で

の支え合い活動をさらに充実させることが必要です。 

 昨年２月、市の高齢者支援のモデル地区として、大津、追浜に次いで田浦が選考され、「田浦地域支え合い協議

会」が発足しました。 メンバーは田浦行政センター管内の町内会・自治会、社会福祉協議会、民生委員児童委員協

議会等の代表者10名です。 

 現在は、２か月に１度会議を開き、高齢者のニーズ（外出支援、家事支援、安否確認、サロン等）を調査したり、そ

のニーズに対して、地域ではどんなことができるか、どんな協力体制を作ればよいかなどを話し合っています。 

 既存の活動を充実させたり、将来的には、不足するサービスの創出を目指すなど、多様な主体による支援体制を

整備していきます。また、地域で解決が難しい課題は市への提案も行います。   

 今後も機会をとらえて情報提供していきますので、ご協力をお願いします。 

【理想の支え合い活動】元気な高齢者が、自身の介護予防も兼ねて、

支えを必要としている高齢者を支える。そして、自分が支えてもらう立

場になったら、今度は気兼ねなく支えてもらう・・・そんな「お互いさま」

の気持ち表す取り組み。 


